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不登校傾向の小中学生が示すPFスタディの特徴について 







ある。平成20 年度の不登児童生徒数は，小学生22,652 人(314人に1 人)，中学生104,153人(35人に1 人)であり，





























求固執(need-persistence：N-P)―欲求不満事態を解決するために要求する，の3つに分けられている(青木，2008)。   
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 調査日 12月中旬。調査参加者のうち半数は筆頭著者，残り半数は施設職員が実施した。 











PF の解釈で用いる指標とした。なお，今回の解釈で用いられる平均値を文章中では平均指標と示した。表 1 には
GCR及びプロフィールの平均と標準偏差，表2には，超自我因子の平均及び標準偏差を示した。 
 
表1 PF のGCRおよびプロフィールの平均(標準偏差)(%) 
n GCR 他責 自責 無責 障害優位 自我防衛 要求固執
 33.4  58.0  15.7  26.4  25.0  53.0  22.1
 (12.9)  (16.0)  (12.7)  (13.6)  (13.0)  (14.0)  (11.2)
 29.2  55.0  15.3  29.8  28.8  49.5  22.0
 (10.2)  (20.5)  (16.7)  (17.3)  (15.5)  (17.8)  (14.1)
  39.1   62.0   16.3   22.0   20.0   57.7   22.3
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表2 PFの超自我因子の平均(標準偏差)(%)
n E I E+I E-E I-I (M-A)+I
 5.9  1.9  7.7  30.6  8.7  28.3
(4.7) (2.2) (4.4) (16.2) (5.6) (13.2)
 6.5  2.3  8.8  29.8  4.5  32.0
(5.2) (2.3) (3.3) (20.5) (3.2) (16.4)
 5.0  1.3  6.3  31.7 14.3  23.3













そして，対象の小学生と中学生の PF の特徴について検討を行った。まず，対象小学生の PF のプロフィール(表
1)の平均においては，自責の平均が 15.3%，今回対象とした小学生の学年及び性別に対応した平均指標は 28.0％で











囲を求めた(表 1)。まず，対象中学生の他責の平均が 62.0%であり，平均指標は，45.2%であり，1SD の範囲は 34.1
～56.3%であった。よって，対象中学生の他責は 1SD の範囲より高いことが明らかとなった。また，自責について
は，対象中学生の平均が 16.3%，平均指標が 27.8％，そして 1SD の範囲が 20.2～35.4%であり，対象中学生の自責

















(4 名；以下低群)に分けた。そして，該当した対象者の学年および性別の平均値，標準偏差ならびに 1SD の範囲を








n GCR 他責 自責 無責 障害優位 自我防衛 要求固執
20.3 60.7  7.3 32.0 32.7 56.0 11.7
(2.5) (20.0) (7.1) (19.3) (16.2) (19.2) (5.6)
43.3 56.0 22.0 22.3 19.3 50.8 30.0






表4 GCRの高低別における超自我因子の平均(標準偏差)(%)  
n E I E+I E-E I-I (M-A)+I
10.3  1.3 11.7 32.7  6.0 33.3
(2.6) (1.9) (2.6) (22.5) (5.4) (18.7)
 2.5  2.3  4.8 29.0 10.8 24.5






表5 高低群別のGCR及びスコアリングカテゴリーの平均(%)，         表6 高低群別の超自我因子の平均(%)， 















高低群のGCR をみると，両群ともGCR は 1SD の範囲より低いことが示された。しかし，高群では他責や障害
優位等のプロフィールはすべて 1SD の範囲内であった。低群では，他責と障害優位が 1SD の範囲より高く，自責
高 群 低 群
 5 8 .3  5 9 .0
 1 3 .7  1 2 .6
4 4 .6 ~ 7 2 .0 4 6 .4 ~ 7 1 .6
 4 6 .9  4 5 .0
 1 3 .2  1 1 .4
3 3 .7 ~ 6 0 .1 3 3 .6 ~ 5 6 .4
 2 6 .9  2 8 .3
 8 .7  7 .6
1 8 .2 ~ 3 5 .6 2 0 .7 ~ 3 5 .9
 2 6 .3  2 6 .8
 9 .0  8 .3
1 7 .3 ~ 3 5 .3 1 8 .5 ~ 3 5 .1
 2 0 .3  2 1 .3
 7 .9  8 .0
1 2 .4 ~ 2 8 .2 1 3 .3 ~ 2 9 .3
 4 7 .7  4 6 .6
 1 1 .8  1 0 .9
3 5 .9 ~ 5 9 .5 3 5 .7 ~ 5 7 .5
 3 2 .0  3 2 .1
 1 0 .8  9 .7
2 1 .2 ~ 4 2 .8 2 2 .4 ~ 4 1 .8
G C R
※ 上 段 は 平 均 値 ，中 段 は 標 準 偏 差 ，下 段 は 1 S D  の 範 囲 を示 す 。
無 責
障 害 優 位
自 我 防 衛




 3.8  4.0
 4.4  4.0
0.6~8.2 0~8.0
 7.1  7.8
 5.7  5.4
1.4~12.8 2.4~13.2
 10.9  11.8
 7.0  6.8
3.9~17.9 5.0~18.6
 18.9  16.7
 12.6  11.1
6.3~31.5 5.6~27.8
 10.4  10.8
 6.5  6.1
3.9~16.9 4.7~16.9
 33.4  34.5








※上段は平均値，中段は標準偏差，下段は 1SD  の範囲を示す。
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Elementary and middle school students with tendencies for truancy: 
 their characteristics from the Rosenzweig Picture-Frustration Study 
Noriko Kushizaki ＆ Takehiro Tamaki 
The present study investigated response patterns in everyday frustrating situations and characteristics of elementary and middle 
school students with tendencies for truancy. The Rosenzweig Picture-Frustration (PF) Study was performed on elementary and 
middle school students with tendencies for truancy who attended public facilities. In the study participants, the mean value of the 
group conformity rating (GCR) was 1 SD below the value reported by Hayashi (2007). The GCR values of young public facilities 
students tended to be low, much like the GCR tendency of truant students. In addition, the present study showed differences in 
profiles and characteristics of their major responses between elementary and middle school students. 
(指導教員：松田文子) 
 
